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第四小学校　校庭芝生化
　第四小学校の校庭に緑一面の芝生が広がりました。
　これは、児童の健全育成、地域密着の交流拠点を目的に行っている校庭
芝生化事業で、今年４月から地域住民や児童などが中心となって、ポット
芝の育成・植え込み・水やり・芝刈りを行っています。
　校庭芝生化には、体育活動の活発化、外遊びの増加、けがの防止、スト
レス軽減、地温上昇の抑制などさまざまな効果が期待されています。
　９月 29日（日）には、地域皆さんで作り上げた校庭で「四小・杉谷地
区合同運動会」が開催されます。はだしで駆け回る子どもたちの笑顔が目
に浮かんできそうです。
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9 月は「特定健診推進強化月間」　 無 料
40 ～ 74 歳の

国保加入者

１ 特定健診はメリットがたくさん！
生活習慣病を予防し健康で長生きを目指そう！
続けて受ければ健康管理ができる 病気の予防ができて安心

保健指導を受けて、生活習慣の改善 病気を予防し、医療費を減らせる

毎年、特定健診を
受けて、自分の体
の状態を知ってお
くことが大切ね。

異常がなければ、
安心できますね。
また、来年も受け
ますよ。

食生活や運動など
の指導を受けて、
生活習慣が変わり
ました。

病気にならなけれ
ば、医療費が減ら
せますよ。

２ 特定健診を受けて、生活習慣病の芽を摘もう！
特定健診とは… 従来

「早期発見・早期治療」
を目的とした健診

現在
「予防重視」
を目的とした健診

特定健診を受けて、
生活習慣を見直す
きっかけにしましょう！

過食、偏食、運動不足、アルコールの飲みすぎ、喫煙などは、動脈硬化、糖尿病、
腎不全、心疾患、脳血管疾患、高血圧などの生活習慣病の原因になります。
特定健診を受けて、生活習慣病の芽を摘み取りましょう！

　あなたが病院に行くのはどんな時ですか？		 	
　どこかが「痛い」、「だるい」、「苦しい」といった自覚症状が出た時ではないでしょうか？
　しかし、自分では「健康だ」と思っていても、気づかないうちに病気がじわじわと進行し
ている場合があります。
　特に生活習慣病の多くは、倒れる直前まで自覚症状がほとんどないのが特徴です。
　「具合が悪くなったら病院に行くからいい」と言う人もいますが、その段階では病気も進
行しており、手遅れということも少なくありません。	 	 	
　特定健診は、自覚症状のない段階で早期に気づくことができ、予防につながります。
▶問い合わせ先　有明保健センター（☎ 68-5335）

特定健診へ行こう！
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３ 特定健診を毎年受けて、健康管理を！
　平成 24年度の特定健診受診率は、45.6％（暫定値）でした。
　受診者数は年々増えていますが、半数以上が受診していない
状況です。今年度、まだ受診が済んでいない人は、早めに受診
し、自分の体の状態把握に努めましょう。
▶対 象 者　 40 ～ 74歳の国民健康保険加入者
▶受 診 料    無料
▶健診期限　11月 30日まで
▶健診場所・個別健診…市内指定医療機関
　　　　　・集団健診（追加）…11月 6・7・8・11・12日
　　　　　※集団健診の日程は電話で問い合わせてください
▶持 参 品　受診券、保険証
※受診券を紛失した人は、再発行しますので、有明保健センター
　（68-5335）へ連絡してください
▶備　考　9月中に受診が済んでない人には、訪問や電話、ハ
　ガキなどにより受診を勧めさせていただいています

特定健診受診率
年　度 受診率（％）

平成 20年度 ２４．３
平成 21年度 ３４．４
平成 22年度 ３６．８
平成 23年度 ４２．７
平成 24年度 ４５．６
※受診率は 5月末現在

４ メタボリックシンドロームは生活習慣病の引き金に
　特定健診は、生活習慣病の予防を目的として、メタボリックシンドロームに着目した健診です。
（メタボリックは「代謝」を意味し、メタボリックシンドロームは「代謝異常症候群」となります。）
メタボックシンドロームは、内臓脂肪の蓄積をベースに血圧高値、脂質異常、高血糖のうち 2項
目以上が該当している状態を言います。
　島原市特定健診の結果を見ると、男性では 3人に 1人、女性では 8人に 1人が該当しており、
メタボリックシンドロームの割合が男女ともに高く、長崎県内でも第 2位と非常に高
い状況にあります。
　メタボリックシンドロームを放置すると、動脈硬化が進行し生活習慣病の中でも、心
臓病、脳卒中など命にかかわる病気の引き金になります。
　メタボリックシンドロームの予防には、ウォーキングなどの有酸素運動が効果的と言
われています。1日 10,000 歩を目標にし、1日 1000歩増やす（およそ 10分）こと
から始め、慣れてきたら徐々に増やしましょう。

５ 目指せ！全問正解　特定健診クイズ
Q １　特定健診・特定保健指導はどのような目
　　　的で始まった制度でしょうか？
　　　①がんの早期発見
　　　②生活習慣病の予防
　　　③目的はない
Q ２　島原市の特定健診の結果でメタボリック
　　　シンドローム該当者は、男性、女性どち
　　　らに多いでしょうか？
　　　①男性　　②女性　　③差はない

Q3　メタボリックシンドロームの「メタボ　
　　　リック」の意味は何でしょうか？
　　　①呼吸　　②消化　　③代謝
Q4　メタボリックシンドロームの予防のため
　  　に 1 日 1000 歩、歩数を増やすことから
　　  始めると良いですが、1000 歩は時間に
　　  するとおよそ何分でしょうか？
　　  ① 10分　　② 15分　　③ 20分

【答】　Q1②　　Q2①　　Q3③　　Q4①

検査項目は、身長、
体重、腹囲検査、
尿検査、血圧、心
電図、血液検査な
どがあります。
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犬
・
猫
を
飼
う
と
き
の
注
意
点

　９月 20 ～ 26 日は動物愛護週間です。
　島原獣医師会では次のとおり動物愛護
週間記念行事を開催します。
　楽しく学べるイベントがいっぱいです。
皆さんのご来場をお待ちしています。
▶と　き　９月 22 日（日）
　　　　　15 時～ 17 時
▶ところ　県南保健所駐車場（新田町）
▶内　容
①今までも、これからも、ありがとう　
　「長寿犬表彰」
②獣医師からの挑戦状！
　「動物カルトクイズ」
③いろんな動物が君を待つ　
　「ふれあいミニ動物園」
④ドッグトレーナーからアドバイス　　
　「しつけ方教室」
⑤獣医師に相談してみよう
　「ペットの無料相談所」
⑥新しい飼い主探し
　「犬猫譲渡会＆里親募集掲示板」
　※一般からの犬猫の持ち込みはできま
　　せんが、里親探しの情報を掲示しま
　　すので、事前に県南保健所へ連絡し
　　てください
▶問い合わせ先　環境グループ衛生保全 
　班（☎ 63-1111　内線 192）または
　県南保健所食品薬務班（☎ 62-3288)
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2013 年 動物愛護フェスティバル
　　　　　　　　　　　　in 島原 



5　　平成 25.9.

市民窓口グループからのお知らせ
住民票や戸籍などに関して、よく質問がある事項について説明します。
詳しくは、市民窓口グループ（☎ 63-1111　内線 181・182）へ問い合わせてください。

義父が死亡しましたが、長男の嫁である私
が、住民票と戸籍を取得できますか？

【住民票】　
・死亡者と同世帯の人 → 取得できます
・死亡者と別世帯の人 → 義父の同居者からの委 
　任状があれば、取得できます
・死亡者が単身者 → 死亡届人であれば取得でき 
　ます

【戸　籍】
・死亡者の配偶者、子、孫からの委任状があれば 
　取得できます

島原市内に息子と別に住んでいますが、息
子の住民票を取得できますか？

　親子であっても、世帯が別であれば取得できま
せん。息子さんからの委任状が必要です。

世帯を分けている息子と同居していますが、
息子の住民票を取得できますか？

　住民票を、別世帯として届出をしていれば、同
一場所に住んでいても委任状が必要です。

印鑑登録をしたいのですが、すぐできます
か？

　本人が来庁して、印鑑と身分証明書（運転免許
証・パスポート・身体障害者手帳など写真付き）
があれば、即日発行することができます。
※身分証明書がない人は、照会書を送付するため、
　手続き完了までに２～３日かかります。

印鑑登録証明書を取得するのに何が必要で
すか？

　印鑑登録証（カード）が必要です。登録印鑑は
不要です。

Ｑ１

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ 4

Ｑ 5

窓口を利用する人の
本人確認を行ってい
ます。運転免許証、
保険証などを持参し
てください

A E D
心臓突然死防止に効果的
公共施設などに設置　　

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）は、突然心停止状態になった時、
心臓に電気ショックを与えて心臓の働きを正常な状態に戻す医
療機器です。
　電源を入れると音声で操作が指示され、内蔵のコンピューター
によって自動的に心電図を診断し電気ショックが必要かどうか
を判断しますので、一般の人でも簡単に操作ができ救命処置が
可能です。
　救急車が到着するまでの間にそばにいる人が救命処置をする
ことができれば、命を救える可能性が高くなります。
　ＡＥＤは公共施設などに設置されていますので、
いざという時に対応できるように、日ごろから設
置場所を確認しておきましょう。
▶ＡＥＤ設置場所　市内公共施設（市役所、有明支所、市保健
　センター、有明保健センター、各地区公民館、各小中学校、
　各高校、市体育施設、島原文化会館、有明総合文化会館、島
　原消防署、島原振興局、県南保健所など）のほか民間の事業
　所でも設置しているところがあります
※島原半島内のＡＥＤ設置場所は、県南保健所ホームページ
　（http://www.pref.nagasaki.jp/kn-hoken/）で確認するこ
　とができます
▶問い合わせ先　福祉保健総務グループ総務調整班（☎ 63-
　1111 内線 331）

ＡＥＤ ( メーカーにより一部仕様が異
なりますが、使用方法はいずれも音声
で指示があります )
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◎してはいけない５カ条
①話をそらす
②一方的に話す
③常識をのべ、説得する
④安易に解決策を示す
⑤励ます

◎では、どうすればいいか…
・話をそらすことなく、しっ
　かり話を聞く
・死んでほしくないと伝える

あなたの力で　救えるいのちがあります
　平成 24 年の全国の自殺者は約２万 8000 人で、15 年振りに３万人を下
回ったものの依然として多くの人が自ら命を絶っています。また、長崎県
では、年間 284 人（平成 24 年）の方が自殺で亡くなられています。
　自殺の多くは、「健康問題」や「経済・生活の問題」、「家族関係」などの
人間関係の問題などさまざまな要因が重なり合い「心理的に追い込まれた
末の死」です。

◎自殺の危険性が高いサイン
①うつ病の症状がある
②原因不明の身体の不調が長引く
③飲酒量が増す
④自己の安全や健康が保てない
⑤仕事の負担が急に増える、大き
　な失敗をする、職を失う
⑥職場や家庭からサポートが得ら
　れない
⑦本人にとって、価値のあるものを失う
⑧重症の身体疾患にかかる
⑨自殺を口にする
⑩自殺未遂におよぶ

（参考）厚生労働省「職場における
　　　  自殺の予防と対応」

自殺問題やさまざまな心の悩み・
自死遺族からの相談
長崎こども・女性・障害者支援センター
☎ 095-846-5115
9:00 ～ 17:45　月曜～金曜（祝日を除く）

長崎いのちの電話
☎ 095-842-4343
9:00 ～ 22:00（年中無休）
第１・３土曜日　9:00 ～翌日 9:00

こころの健康、医療受診の相談など
長崎県県南保健所
☎ 62-3289
9:00 ～ 17:45　月曜～金曜（祝日を除く）

緊急な精神医療受診の相談
長崎県精神科救急情報センター
☎ 0957-53-3982　24 時間（年中無休）

「わかってくれる人がいる」と思えたら、少し元気になります。
身近な人には話しにくい、相談しづらいと思ったら各種相談窓口をご利用ください。

相 談 窓 口

９月 10日から 16日は自殺予防週間

　いろいろな相談窓口があって困ったときは、一番あてはまりそうな窓口で「どこに相談し
ていいのかわからないのだけど」と聞いてみるといいでしょう。
　相談の案内をするのも相談窓口の役割です。その一歩が、うつ病や自殺から守る一歩にな
ります。各種相談窓口が開設されています。ぜひご利用ください。

▶問い合わせ先
　福祉保健総務グループ福祉班
　（☎ 63-1111　内線 273）
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長寿を祝う「敬老の日」

長寿国・日本
　日本人の平均寿命は、男性が 79.94 年、女性が
86.41 年と前年と比較して、それぞれ平均寿命の数
値は上回り、依然として世界でトップクラスの長寿
国となっています。（厚生労働省 平成 24 年簡易生
命表）

高齢社会を迎えて
　高齢化が進む社会では、
子どもからお年寄りまで、
これまで以上に家庭や地
域社会など、いろいろな
場でお互いの関わりを深
め、身近な共通のテーマとして「高齢になっても安
心して暮らせるまちづくり」を一人一人が考えてい
かなければなりません。
　誰もが生きがいを持って充実した日々を送り、活
力ある長寿社会を築くため、高齢者だけでなく後に
続く若い人も高齢期のあり方について関心と理解を
深めるよう意識することが必要となっています。
　このようなことから、全国の各地域では、「敬老
の日」をさらに重要な機会としてとらえ、老人を敬
い、励まし、老人福祉に対する理解を深めようと、
その地域の特色を生かした多様な取り組みが進めら
れています。
　本市でも各関係機関の協力のもと、次のような行
事やサービスが予定されています。

無料入浴サービス
　「島原温泉ゆとろぎの湯」および「有明福祉セン
ター浴場」を無料で利用できる無料優待券をお渡し
します。
▶対象者
　市内在住で９月１日現在、70 歳以上の人
▶利用期間
　９月 16 日（月）～ 12 月 15 日（日）
　10 時から 21 時まで
※各施設の定休日は利用できません
▶定休日
・島原温泉ゆとろぎの湯…毎週水曜日
・有明福祉センター浴場…毎週火曜日
▶利用方法
　事前に町内会・自治会などを通じて配付する優待
券を持参してください

敬老祝賀行事

　各地区で町内会、自治会、婦人会などの協力によ
る多彩な敬老祝賀行事が予定されています。
◆三会地区　９月 15 日（日）10 時から
　　　　　　市農村環境改善センター
◆杉谷地区　９月 15 日（日）10 時から
　　　　　　杉谷公民館
◆森岳地区　９月 15 日（日）９時 30 分から
　　　　　　島原文化会館
◆霊丘地区　９月 15 日（日）10 時から
　　　　　　ホテル南風楼
◆白山地区　９月 15 日（日）10 時から
　　　　　　白山公民館、市福祉センター
◆安中地区　９月 16 日（月）９時 30 分から
　　　　　　島原復興アリーナ（サブアリーナ）
◆有明地区　各自治会で開催
※三之沢地区では、９月 15 日（日）10 時から有
　明公民館で合同敬老会を開催予定

敬老祝金・祝品の支給
　市では、９月１日を基準日として、次の人に敬老
祝金を支給します。
　なお、対象者へ事前に通知しますので、詳しくは
その通知をご覧ください。
　また、基準日に 88 歳以上の人には、町内会・自
治会などを通じ、祝品も贈呈します。
▶敬老祝金対象者および金額
・77 歳…7000 円
・88 歳…１万 5000 円

老人ホームへの訪問
　市、市議会および市民団体の代表者が、市内の養
護老人ホームや特別養護老人ホームの入所者を訪問
し、長寿をお祝いします。

「敬老の日」は、多年にわたり社会に尽くしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う日として定められ
た国民の祝日で、諸外国には無い日本独自の記念日です。
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「男女共同参画社会」について考えてみよう
danjo   kyodo - sankaku

vol.14

　このイベントは、長崎県が「認め合い、活かし合い、分かち合い、語り合えば、今輝く」をキーワードに
男女共同参画推進について理解を深めることを目的として、7月 3日に開催されました。
　８月号に引き続き、イベントで紹介があったキーワード実践の先駆者の事例を紹介します。

長崎県男女共同参画週間イベントから ②

　子どもの好奇心を大切にしていきたいとの思いで、
NPO法人インフィニティ―のボランティアとして
アジアやアフリカの民族楽器を奏で、小さい子ども
に音遊びを教える活動に取り組まれています。

一
い ち の せ
之瀬蓮

れんゆうこう
優康さん（NPOインフィニティ―)

民族楽器で
　素敵な音色を♪

　自分らしい働き方や起業の道を見つけて、いきいきと輝いている人の生き方はとても素敵です。
　皆さんもまずは自分のできることから始めてみませんか。
　▶問い合わせ先　政策企画グループ政策班（☎ 63-1111　内線 146）

　外出を控えがちで地域とのつながりが弱くなって
いる高齢者の方々が生き生きと過ごす場所を作りた
いとの思いからサロン経営に取り組まれています。
（例）新聞ちぎり絵、カップケーキ作り、大正琴など
　詳しくは、ホームページ（http://wahaha-
together.com/）をご覧ください。

藤田直子さん（みんなでワハハ　代表）

雲仙岳災害記念館に恐竜あらわる !?

「長崎・天草恐竜ワールド」開催中
　子どもたちが大好きな恐竜に関する資料などを展示した、島原半島ジオパーク・天草御所浦ジオ
パーク連携企画「長崎・天草恐竜ワールド」を開催しています。長崎や天草で見つかった恐竜の化
石やクラフトを使った恐竜を展示するほか、子どもたちが描いた恐竜の絵などを展示しています。

▶と　き　９月 11日（水）まで
▶ところ　雲仙岳災害記念館
▶入場料　200円（※有料ゾーン入場者および幼児は無料）
▶問い合わせ先　雲仙岳災害記念館（☎ 65-5555）

北有馬町で発見された
ステゴドン象のあご化石

子どももビックリ
恐竜展入口 展示コーナー

第１部（第２部は 9/14 ～ 10/20 開催）
　長崎で初めて発見された恐竜化石と天草
の国内最大級の肉食恐竜化石、島原半島の
ステゴドン象化石など約 40点を展示



島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
取
り
組
み

教
育
活
動
①

　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
地
域
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、
①
「
大

地
の
遺
産
」
の
保
全
、
②
「
大
地
の
遺
産
」
を
用
い
た

教
育
活
動
、
③
「
大
地
の
遺
産
」
を
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た
観
光
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興
、
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を
行
い
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持
続
的
な
方
法
で
地
域
を
活
性
化
さ

せ
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こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
3
つ
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
教
育
活
動
は
「
学

校
教
育
活
動
」
と
「
社
会
教
育
活
動
」
の
2
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分

け
ら
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ま
す
。

　
今
回
は
、
学
校
教
育
の
中
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の

活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
小
学
6
年
生
と
中
学
1
年
生
は
、
理
科
の
授

業
の
中
で
火
山
や
地
震
活
動
に
よ
る
土
地
の
変
化
や
岩

石
の
で
き
方
を
学
び
ま
す
。
島
原
半
島
の
海
岸
や
山
の

麓
に
は
、
火
山
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
地
層
や
岩
石
が

露
出
し
て
い
る
の
で
、
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活
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す
れ
ば
、
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物

の
地
層
や
岩
石
を
用
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た
教
育
活
動
が
行
え
ま
す
。
ま

た
、
島
原
半
島
は
平
成
2
年
か
ら
約
5
年
間
続
い
た
噴

火
活
動
に
よ
る
災
害
と
、
そ
こ
か
ら
の
復
興
を
経
験
し

て
お
り
、
自
然
災
害
と
そ
こ
か
ら
の
復
興
の
経
緯
を
学

ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
島
原
市
で
は
、
毎
年
市
内
の
全
小
学
6
年
生
と
中
学

1
年
生
が
、
バ
ス
で
島
原
半
島
内
の
主
な
ジ
オ
サ
イ
ト

を
巡
り
な
が
ら
、
火
山
噴
火
が
引
き
起
こ
す
災
害
と
恵

み
を
学
び
、
ま
た
地
層
や
岩
石
の
観
察
を
通
じ
て
、
島

原
半
島
の
成
り
立
ち
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
雲
仙
市
で
は
、
小
学
校
中
高
学
年
を
対
象
に
、
小
浜
・

雲
仙
地
域
に
湧
き
出
す
温
泉
や
湧
水
の
水
質
分
析
に
挑

戦
す
る
「
温
泉
ジ
オ
ツ
ア
ー
」
が
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
島
原
半
島
は
、
自
然
災
害
と
そ
こ
か

ら
の
復
興
に
加
え
、
農
産
物
や
温
泉
な
ど
の
大
地
の
恵

み
、
さ
ら
に
は
「
島
原
・
天
草
一
揆
」
と
い
っ
た
歴
史

上
の
大
き
な
出
来
事
と
阿
蘇
山
の
巨
大
噴
火
と
の
関
わ

り
を
、
そ
の
ま
ま
学
校
教
育
の
中
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
場
所
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
学
校
か
ら
の
希
望
に
応
じ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
専

門
職
員
や
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ガ
イ
ド
が
ジ
オ
サ
イ
ト

を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
教
育

活
動
を
実
践
し
て
み
た
い
と
い
う
学
校
や
団
体
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
来
月
は
、「
島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定
審
査

の
結
果
」
を
報
告
し
ま
す
。
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ジオパーク教育活動の様子

島原半島ジオパークサポーター（島原半島ジオパーク PR協力店）講座
　ジオパークの基礎に関する講座を開催します。
　「ジオパークって何だろう？まだよく分からない ･･･」という人は
ぜひご参加いただき、島原半島ジオパークのＰＲにご協力ください。
▶日　程
① 10 月  ８日（火）19:00 ～ 20:15　森岳公民館 大ホール 
② 11 月 19 日（火）19:00 ～ 20:15　有明公民館 講義室 
▶内　容　お客様をお迎えするにあたってのジオパークの基礎知識
▶対象者　島原半島内に店舗・事業所などを有する人または従業員
▶受講料　無料
▶講　師　寺井邦久または大野希一（島原半島ジオパーク事務局専門員）
▶問い合わせ先　島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎ 65-5540）

受講者には特典あり
　受講した人を「島原半島ジ
オパークサポーター」に認定
し、「認定証・ステッカー・の
ぼり旗」をお渡しするほか、
ジオパークのＰＲリーフレッ
ト・ガイドブックやラックを
配布します。また、ジオパー
クのリーフレットでお店など
の情報を紹介します。

ぜひ、学校の授業にジオパーク
を利用してください！



ウ
ォッチン

グ

まち
かど

子どもを守るパトロール
安全安心なまちづくり

　７月 18日、島原復興アリーナで「こどもを守る
パトロール防犯交通安全啓発車両パレード出発式」
を行いました。
　このパレードは、市や市教育委員会、島原警察署、
市防犯協会、市交通安全母の会などが連携し、犯罪
防止や交通安全の徹底を図ることを目的として平成
14年から毎年実施しているもので、今回で12回目。
　出発式は、市交通安全母の会連合会の上田すず子
会長の力強い啓発宣言によりパレードがスタートし、
各小学校で「自分たちのまちは自分たちで守る」と
いう意識の啓発や交通安全を呼びかけました。
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土曜夜市
夏の夜を楽しむ

　７月20日から８月10日までの毎週土曜日、島原
の夏の恒例行事「土曜夜市」がアーケードなどで開催
されました。
　夜市には金魚すくい、かき氷などの出店が並ぶほか、
のど自慢大会やマジックショーなどが行われ、多くの
人で賑わいそれぞれ夏の夜を楽しみました。

しおかぜ総文祭
高校生の文化の祭典

　「長崎しおかぜ総文祭」の郷土芸能部門（７月 31
日～８月２日）および自然科学部門（８月２日～４
日）が島原市内で開催されました。
　総文祭は、文化活動に取り組む高校生が一堂に会
し、活動発表や作品展示などを行うもので、文化の
インターハイとも言われています。
　市内の高校からは、島原農業高校および島原高校
が出場しました。
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島原水まつり
水の恵みに感謝

　８月１日から３日まで、武家屋敷などで「島原水
まつり」が開催されました。
　各会場には竹灯ろうや番傘オブジェが並べられ、
訪れた人は水の恵みに感謝するとともに、夕闇に浮
かぶほのかな明かりを見るなどして、夏の夜を楽し
みました。

九州北部総体（レスリング競技）
レスリング高校日本一を目指し

　８月５日から８日まで、島原復興アリーナで九州
北部総体レスリング競技が開催されました。
　市内の高校からは島原高校および島原工業高校が
長崎県代表として出場し、選手たちは持てる力のす
べてを発揮して試合に臨み、力みなぎるプレーで観
客を沸かせました。

精霊流し
島原夏の伝統行事

　８月 15日、市内各所で精霊流しが行われました。
　島原特有の切子灯ろうで飾られた精霊船が、担ぎ
手の「ナマイドー」の声とともに流し場へ向かいま
した。
　担ぎ手の勇ましい声の中で暗闇にほのかに浮かぶ
切子灯ろうの灯を、多くの市民と観光客が堪能しま
した。

島原城薪能と松平文庫
島原城薪能の歴史的意義を伝承

　８月９日、島原図書館で「島原城薪能と松平文庫」
講座が開催されました。
　島原には 17世紀後半の島原藩主松平忠房公の頃
から能楽の文学が伝えられ、島原城内（現在の第一
小学校校庭）には能舞台がありました。また、松平
家の貴重な書物を引き継いだ松平文庫には、能楽な
どについての記録が多数残っています。
　講座には、島原子ども狂言ワークショップに参加
している子どもたちなど約 40人が参加し、松平文
庫の実物を見学したり、松尾卓次先生（島原城専門
員）からの話に熱心に耳を傾けるなどして、能楽の
歴史について理解を深めました。
　なお、子ども狂言ワークショップ参加者は 10月
19日（土）開催の薪能舞台での子ども狂言発表へ
向け練習を重ねています。

１００歳おめでとうございます

本田マサヱさん（５月20日）松平孝子さん（８月６日）



し ま ば ら
子育て情報

問い合わせ先
子育て支援室（☎ 62-4015）
市保健センター内（霊南二丁目 45）
E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp

育  児  サ  ー  ク  ル
笑顔で子育て

　９月の育児サークル（予定） 　10 ～ 12 時
育児サークル 内　容 場　所

きらら kids
（第１火曜日）

９月３日（火）
ママのおんがくたい 有明保健センター

こいこいひろば
（第１水曜日）

９月４日（水）
お月見クッキング 霊丘公民館

にこにこ kids
（第１木曜日）

９月５日（木）
秋のお話会 安中公民館

のびのび kids
（第２火曜日）

９月 10日（火）
ベビーダンス 三会公民館

すくすくげん kids
（第３木曜日）

９月 19日（木）
交通安全教室 杉谷公民館

ぱぴぷキッズ
（第４木曜日）

９月 26日（木）
おやつ作り 児童館

※保健師・栄養士による乳幼児相談も行っています（９時 30分～ 11時　こいこいひろばを除く）
※食生活改善推進員・ありあけ母親クラブによる手作りおやつもあります

　どなたでも参加できる育児
サークルは、親子で楽しみな
がら子育てができるよう、情
報交換と友だちづくりのきっ
かけとなる場を設けて、参加
者の交流を行っています。

ママたちのためのリフレッシュ講座
日常の忙しさをほんの少しだけ忘れて、ホッとした時間を持ちませんか？
▶ところ　市保健センター
▶対象者　小学校就学前の子どもがいるお母さん
　　　　　※託児ができます
▶申し込み・問い合わせ先　子育て支援室（☎ 62-4015）

開催月日 時　間 講　座　内　容

９月
２日（月） 10:30 ～ 11:30 楽しいダンスとストレッチ（講師：佐藤美由紀先生）

17日（火） 10:00 ～ 12:00 クッキング教室（魚料理）（要材料費 200円）
（講師：古賀直行先生　古賀鮮魚店）

10月 28日（月） 10:30 ～ 11:30 ベビーダンス（講師：森本洋子先生）

　秋分の日を境に、日の沈むのがだんだん早くなり、
夜の時間が長くなっていきます。秋の夜長、お月見
にちなんだ絵本を読んであげたり、一緒に歌を歌っ
たり、子どもとゆっくり楽しいひと時を過ごしてみ
てはいかがでしょう。

育児ワンポイント　「 親子で楽しむ秋の夜長 」

「おつきさまこんばんは」
（福音館書店）

「お月さまってどんなあじ？」
（セーラー出版）

魚のさばき方教室

ママのおんがくたい
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第
二
０
六
回
市
民
文
化
講
座
の
案
内

Close Up!ローズ　  ップク ア

　
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
と
天
如
塔

　
島
原
市
と
島
原
文
化
連
盟
の
共
催

で
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
９
月
21
日
㈯　
14
時

▼
場
所　
島
原
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
講
師　
宮
﨑
金
助
氏
（
島
原
文
化

　
連
盟
委
員
長
）　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
・
ス
ポ
ー

　
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
７
４
）

～
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
と
天
如
塔
～

　
理
性
院
大
師
堂
（
湊
道
一
丁
目
）

の
八
角
形
で
高
さ
十
一
メ
ー
ト
ル
程

の
天
如
塔
は
、
開
祖
廣
田
言ご
ん
し
ょ
う証

師

が
二
年
半
か
け
て
単
身
イ
ン
ド
の
仏

跡
巡
礼
を
終
え
て
の
帰
途
、
ラ
ン
グ

ー
ン
の
寺
か
ら
贈
ら
れ
た
大
理
石
の

釈
迦
如
來
像
を
安
置
す
る
た
め
、
帰

国
後
明
治
42
年
に
建
立
し
た
も
の
で

す
。
昇
降
二
つ
の
螺ら
せ
ん旋

階
段
は
希
有

で
市
指
定
有
形
文
化
財
お
よ
び
長
崎

県
ま
ち
づ
く
り
景
観
資
産
と
な
っ
て

い
ま
す
。
名
称
は
天て
ん
じ
く竺
（
イ
ン
ド
の

古
称
）
の
如に
ょ
ら
い来
像
に
由
来
し
ま
す
。

　
塔
を
囲
む
玉
垣
に
は
寄
進
者
の
氏

名
・
金
額
・
居
住
地
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
が
、多
く
が
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」

で
す
。
近
代
日
本
の
外
貨
獲
得
策
と

し
て
海
外
に
送
り
出
さ
れ
た
貧
家
の

娘
た
ち
の
多
く
が
異
国
の
地
で
薄
幸

の
一
生
を
終
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

彼
女
ら
の
供
養
を
続
け
る
言
証
師
に

心
打
た
れ
て
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
た

ち
は
、
異
国
に
果
て
て
も
魂
は
天
如

塔
で
安
ら
ぎ
た
い
と
願
っ
て
寄
進
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
日
、
崩
壊
寸

前
の
天
如
塔
の
姿
は
何
と
も
痛
ま
し

い
限
り
で
す
。

（
島
原
文
化
連
盟
委
員
長
宮
﨑
金
助
）

　
作
成
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
は
希
望
さ
れ
る
人
に

郵
送
し
て
お
り
、
現
在
、
市
内
外
を
合
わ

せ
て
40
人
程
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
長
の
廣
瀬
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
情
報

を
提
供
す
る
の
が
仕
事
で
す
。
リ
ス
ナ
ー

さ
ん
に
と
っ
て
は
貴
重
な
情
報
源
な
の
で
、

内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が
い
る
こ

と
は
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
30
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
、
リ
ス
ナ
ー
の
皆
さ

ん
と
更
な
る
交
流
を
深
め
て
、
こ
れ
か
ら

も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
も
の
を
提

供
し
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
一
人
で
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ゆ
ず
の
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

を
随
時
募
集
中
で
す
。
会
の
活
動
に
興
味

の
あ
る
人
は
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
�
３
８
５
５
）　 

　
ゆ
ず
の
会 

会
長　
廣
瀬
富
美
子
さ
ん

 　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
島
原
声
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ゆ
ず
の
会
」
で
す
。

　
ゆ
ず
の
会
は
昭
和
58
年
発
足
以
来
、

視
覚
障
が
い
の
方
達
の
た
め
に
地
道
な

活
動
を
続
け
ら
れ
、
今
年
９
月
で
30
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
発
足
当
時
、
５
人
だ
っ
た
会
員
は
現

在
24
人
在
籍
。
会
員
の
中
に
は
発
足
当

初
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
人
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
毎
週
木
曜
日
に
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、
ゆ
ず
班
と
広
報
班
の

２
班
に
分
か
れ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
情
報

誌
「
月
刊
ゆ
ず
」
を
は
じ
め
、「
広
報

し
ま
ば
ら
」
な
ど
を
Ｃ
Ｄ
に
録
音
、
ダ

ビ
ン
グ
す
る
な
ど
の
作
業
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

天如塔

天如塔を囲む玉垣

ゆ ず の 会
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保健センターだより ■ 市 保 健 セ ン タ ー（☎６４－７７１３）
■ 有明保健センター（☎６８－５３３５）

二
種
混
合
の
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う

　
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

混
合
）
第
2
期
は
、
幼
児
期
に
接
種
し

た
三
種
混
合
の
免
疫
を
高
め
る
た
め
に

受
け
る
予
防
接
種
で
す
。
対
象
者
の
う

ち
、ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

早
め
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者　
11
歳
以
上
13
歳
未
満
の
人

▼
接
種
期
間　
13
歳
の
誕
生
日
の
前
々

　
日
ま
で

▼
回　
数　
１
回

▼
実
施
医
療
機
関　
県
内
予
防
接
種
実

　
施
医
療
機
関　

※
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ
事
前
に
予
約

　
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
費　
用　
接
種
期
間
中
は
無
料
で
す

▼
持
参
品　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー
で
再
交
付
が
で
き
ま
す
。

　
再
交
付
の
際
に
は
、
必
ず
母
子
健
康

　
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用

の
助
成
に
つ
い
て

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
一
部
（
８
０
０
０
円
の
う
ち
３
０

０
０
円
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申

　
請
日
に
70
歳
以
上
の
人
で
、
過
去
5

　
年
の
間
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を

　
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

※
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
対
し
て
、
健

　
康
保
険
な
ど
の
適
応
が
な
い
人

※
助
成
は
生
涯
の
う
ち
1
回
の
み
で
す

▼
申
請
方
法　
申
請
書
を
受
付
窓
口
で

　
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
後
、
審
査
を
行
い
、
助
成
と
な

　
る
場
合
に
は
、
助
成
決
定
通
知
書
を

　
予
診
票
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
（
助

　
成
不
可
の
場
合
は
、非
該
当
通
知
書
）

▼
接
種
の
方
法

・
市
内
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
へ
予

　
約
を
し
て
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い

・
で
き
る
だ
け
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

　
機
関
で
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
接
種
時
の
持
参
品

・
助
成
決
定
通
知
書

・
記
入
し
た
予
診
票

・
健
康
手
帳

・
住
所
、
氏
名
お
よ
び
生
年
月
日
が
確

　
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
・
免

　
許
証
な
ど
）

・
自
己
負
担
金　
５
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、「
生
活
保

　
護
受
給
証
明
書
」
の
提
出
が
あ
れ
ば

　
無
料
で
接
種
で
き
ま
す

▼
申
請
期
間　
平
成
26
年
１
月
末
日
ま

　
で
（
接
種
実
施
期
間
は
平
成
26
年
３

　
月
末
日
ま
で
）

▼
受
付
窓
口　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
有

　
明
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
険
・
健
康
増

　
進
グ
ル
ー
プ
（
保
険
班
）、
有
明
支

　
所
、
三
会
出
張
所

◆
問
い
合
わ
せ
先　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

「
運
動
教
室
」
参
加
者
募
集

　
～
ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
太
ら
な
い
・

転
ば
な
い
・
老
け
な
い
中
高
年
か
ら
の

体
づ
く
り
～

　
日
ご
ろ
、
運
動
習
慣
の
な
い
人
で
も

無
理
な
く
で
き
る
楽
し
い
運
動
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き　
９
月
24
日
㈫　
13
時
30
分

　
か
ら
15
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

▼
募
集
人
数　
30
人
（
先
着
順
）

▼
内　
容　
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
を
整
え
る

　
ス
ト
レ
ッ
チ

▼
申
込
期
間　
９
月
18
日
㈬
ま
で

▼
持
参
品　
水
分
補
給
の
飲
み
物
、
タ

　
オ
ル

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー

糖
尿
病
の
つ
ど
い

　
高
齢
化
に
伴
い
糖
尿
病
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
若
年
者
の
糖

尿
病
も
増
え
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、

腎
臓
病
や
失
明
な
ど
合
併
症
が
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
糖
尿
病

の
基
礎
知
識
を
学
び
、
糖
尿
病
の
発
症

お
よ
び
合
併
症
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

▼
と　
き　
10
月
６
日
㈰　
9
時
30
分

　
か
ら
13
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料　
無
料

▼
内　
容

・
講
演　
糖
尿
病
専
門
医
に
よ
る
講
話

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク　
血
糖
検
査
・
血
圧

　
測
定
・
健
康
相
談
・
栄
養
食
事
相
談

・
運
動
実
践

・
歯
周
病
相
談

・
お
く
す
り
相
談

・
糖
尿
病
食
試
食
会

※
要
予
約
、
試
食
費
５
０
０
円

▼
試
食
の
申
込
期
間　
９
月
17
日
㈫
か

　
ら
10
月
３
日
㈭
ま
で

▼
試
食
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市

　
保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
は

「
結
核
予
防
週
間
」

　
結
核
は
、
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
平
成
24
年
に
は
、
国
内
で
約
２
１

０
０
０
人
の
結
核
患
者
が
発
生
し
、
約

２
０
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
島
原
半
島
で
も
、
毎
年
50
～
60
人
の

結
核
患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
結
核
の
初
期
症
状
は
、
せ
き
・
た
ん
・

発
熱
・
倦
怠
感
・
胸
痛
な
ど
で
風
邪
の

症
状
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
症
状
が
2
週
間
以
上
続
く
と
き
は
、

医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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健康UP大作戦 健康しまばら２１

今月のテーマ

休日の お医者さん
歯医者さん

月

 ■ 当番医　　　診療時間　午前９時～午後６時
 ■ 当番歯科医　診療時間　午前９時～正午

●  小児の日曜診療所  ●
☎６３－０２０２（受付時間のみ）
※必ず電話受付後、来院をお願いします

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

健康テレホンサービス

☎ＴＥＬ ０１２０－５５５－２０３
ＴＥＬ ０９５－８２６－５５１１

日 医 療 機 関 電話番号

１
日
㈰

しろたに内科クリニック 北 門 町 65-0222
西 村 ク リ ニ ッ ク 下 川 尻 町 62-0888
松尾胃腸科外科医院 雲仙市国見町 78-1000
田 口 歯 科 医 院 雲仙市愛野町 36-3131

８
日
㈰

池 田 病 院 湖 南 町 62-5161
土井外科胃腸科医院 中 町 62-6305
梅 津 医 院 雲仙市国見町 78-5156
畑 中 歯 科 医 院 雲仙市愛野町 36-3535

15
日
㈰

八 尾 病 院 城 内 一 丁 目 62-5131
酒井外科胃腸科医院 宮 の 町 62-6655
本 田 医 院 雲仙市国見町 78-2768
徳 永 歯 科 医 院 雲仙市国見町 78-3105

16
日
㈪

林 内 科 医 院 津 町 62-6657
水田小児科医院 親 和 町 62-7177
松 下 ひ ふ 科 新 馬 場 町 62-6556
佐 藤 医 院 雲仙市国見町 78-5555
堺 歯 科 医 院 雲仙市国見町 78-2744

22
日
㈰

内 田 医 院 白 山 町 62-7733
稲田整形外科医院 片 町 62-6355
太 田 整 形 外 科 雲仙市国見町 78-5413
ね ぎ 歯 科 医 院 雲仙市瑞穂町 77-4182

23
日
㈪

たかお循環器内科 桜 町 62-6300
石橋こどもクリニック 新町一丁目 65-0008
前 田 医 院 新 田 町 62-6501
松 本 内 科 医 院 雲仙市国見町 65-3333
小 嶺 歯 科 医 院 雲仙市国見町 78-2366

29
日
㈰

柴田長庚堂病院 中 堀 町 64-1111
いとう整形外科 広 馬 場 町 61-0110
前田内科胃腸科医院 雲仙市瑞穂町 77-3089
末 吉 歯 科 有明町大三東 68-0150

10
月
６
日
㈰

貴 田 病 院 有明町大三東 68-0040
山口外科胃腸科医院 大 手 原 町 62-3200
よ こ た 医 院 雲仙市瑞穂町 77-2000
松 本 歯 科 医 院 有明町大三東 68-3872
※都合により変更となる場合があります

　
　
　
　
月

月
火
水
木
金

土・日

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
※
シ
ー
オ
ー
ピ
ー
デ

ィ
ー
と
読
み
、Chronic

（
慢
性
の
）

O
bstructive

（
閉
塞
、
狭
く
な
る
）

Pulm
onary

（
肺
）　D

isease

（
疾

患
、
病
気
）
の
頭
文
字
で
す
）
は
、

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
と
呼
ば
れ
、「
肺

気
腫
」
や
「
慢
性
気
管
支
炎
」
が

こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。
日
本
に
は

５
０
０
万
人
以
上
の
患
者
が
い
る
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
タ
バ
コ
な
ど
の
有

害
な
空
気
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
、空
気
の
通
り
道
で
あ
る
気
道（
気

管
支
）
や
、
酸
素
の
交
換
を
行
う
肺

胞
な
ど
に
障
害
が
生
じ
る
病
気
で

す
。
そ
の
結
果
、
空
気
の
出
し
入
れ

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
の
で
、
通

常
の
呼
吸
が
で
き
な
く
な
り
、
息
切

れ
が
起
こ
り
ま
す
。

　
長
期
間
に
わ
た
る
喫
煙
が
主
な
原

因
で
あ
る
こ
と
か
ら
肺
の
生
活
習
慣

病
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

　
大
切

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
３
大
症
状
は
、「
息

切
れ
」「
せ
き
」「
た
ん
」
で
す
。
し

か
し
、
日
常
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
な

の
で
「
息
切
れ
は
年
齢
の
せ
い
」「
せ

き
や
た
ん
は
タ
バ
コ
の
せ
い
」
な
ど

と
自
己
判
断
し
て
放
っ
て
お
く
人
も

多
い
よ
う
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
長

い
時
間
を
か
け
て
病
気
が
進
行
す
る

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
知
ら
な
い

う
ち
に
病
状
が
進
み
、
軽
い
症
状
が

出
て
か
ら
十
数
年
経
っ
て
異
常
に
気

づ
い
た
と
き
に
は
、
す
で
に
重
症
化

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
初
期

の
段
階
で
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を

受
け
れ
ば
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は

　
特
に
要
注
意

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー

ほ
ど
か
か
り
や
す
い
病
気
で
す
。
一

日
に
何
本
の
タ
バ
コ
を
何
年
間
吸
い

続
け
た
か
で
示
さ
れ
る
喫
煙
歴
の
指

標
が
高
い
ほ
ど
発
症
す
る
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
は
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

く
て
も
身
近
に
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が

い
る
場
合
も
同
じ
よ
う
に
タ
バ
コ
の

有
害
物
質
を
吸
っ
て
い
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

■
進
行
す
る
と
ど
う
な
る
？

　
病
気
が
進
行
す
る
と
、
せ
き
や
た

ん
が
ひ
ど
く
な
り
慢
性
化
し
ま
す
。

顔のむくみ
「甲状腺にしこりがあります」って言われたら？
子どもの夜尿症（おねしょ）
アイバンク
パニック障害
男性不妊

9

肺の生活習慣病「COPD」
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9

歩
い
た
り
、
少
し
体
を
動
か
す
だ
け

で
も
息
切
れ
す
る
よ
う
に
な
り
、
重

症
に
な
る
と
酸
素
療
法
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
予
防
の
決
め
手
は
、
禁
煙
！

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
の
九
割
以
上
が
タ

バ
コ
と
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
タ
バ
コ
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
・

タ
ー
ル
・
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
気
管
支
や

肺
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
肺
胞
が

壊
れ
た
り
、
気
管
支
が
炎
症
を
起
こ

し
た
り
し
ま
す
。
禁
煙
す
る
こ
と
で
、

有
害
物
質
を
外
に
押
し
出
す
気
管
支

の
力
が
回
復
し
、
肺
が
き
れ
い
に
な

り
ま
す
。
他
に
も
、
が
ん
、
心
臓
病
、

脳
疾
患
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館（☎６８－１１０１）
◆三会公民館（☎６２－４５０５）
◆杉谷公民館（☎６３－２２３１）
◆森岳公民館（☎６３－２２４２）
◆霊丘公民館（☎６４－２０２３）
◆白山公民館（☎６３－２２２１）
◆安中公民館（☎６３－２２５３）

公民館
こうざ
じょうほう

プリザーブドフラワー教室
　「リースを作りましょう！」

　プリザーブドフラワーで、華やかなリースを作
りませんか。きれいなお花で日常に彩りを添えま
しょう！！
●と　き　９月 20 日（金）　13 時 30 分から
　　　 　　　　27 日（金）　19 時 30 分から
　　　 　　10 月８日（火）　13 時 30 分から
●ところ　白山公民館
●受講料　無料（材料代
　　　　各回 2600 円）
●募集人数　各回 10 人
　※申し込みは各人 1 日
　　限り
●申し込み・問い合わせ先　白山公民館

百人一首を楽しもう！
～百人の一首のお話とかるた取り～

●と　き　10 月３日（木）・10 日（木）・17   
               日（木）・24 日（木）
　　　　　19 時 30 分から 21 時まで
●ところ　霊丘公民館
●内　容　百人一首の和歌にまつわる話を聞   
　　　　　いた後、実際にかるた取りをします
●講　師　松本和子 先生（社会教育指導員）
●募集人数　20 人　対象は一般・学生・親子
　　　　　※子どもの参加大歓迎（保護者同伴
　　　　　でお願いします）
●持参品　筆記用具
●申し込み・問い合わせ先　霊丘公民館

http://www .city.shimabara.lg.jp/
life/pub/list.aspx?c_id=34#63

市ホームページで
市立公民館の情報をチェック！

・市立公民館の利用案内
・市立公民館の施設情報
・各種講座・イベント情報
・市立公民館のサークル情報
・市の社会教育活動報告
・公民館だより
　　

　

秋の夜長に四明荘で
徒然草を書いてみませんか

　夜の四明荘で虫の音を聴きながら、徒然草を書写してみま
せんか。お手本をなぞるタイプのテキストを使用しますので
お気軽にどうぞ。
●と　き　９月 23 日（月）
　　　　　19 時 30 分から 21 時まで
●ところ　四明荘
●テキスト　『えんぴつで徒然草 （簡易版）』
●参加料　999 円（テキスト代）
●持参品　筆記用具（えんぴつなど）
●申し込み・問い合わせ先　社会教育グループ
　　　　　　　　　　　　（☎ 68 － 5473）

今年の 12人⑩　
吉木有美子のかんたんエアロ

　ダイエットを始めようという人、初めての人も無理なく運
動できるので、どなたでも参加してください。
●と　き　10 月 10 日（木）・24 日（木）、11 月 7 日（木）
　　　　　20 時から 21 時まで
●ところ　サンプラザ万町
●講　師　吉木有美子（保健センター非常勤栄養士・運動指
　　　　　導士）
●持参品　飲み物、タオル、屋内用シューズ
●申し込み・問い合わせ先　社会教育グループ
　　　　　　　　　　　　　（☎ 68 － 5473）
※「今年の 12 人」は、市職員の趣味や特技を生かした講座
で、月替わりで年 12 人の職員が講師となります

平成 25.9.　　16



■ 市役所本庁（代表）☎ 63-1111

■ 有明庁舎（代表）    ☎ 68-1111
　 有明支所、産業振興部、
　 教育委員会、農業委員会、
　 水道局、文化・スポーツ
　 振興グループ

■ 電子メール
 　info@city.shimabara.lg.jp

新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp/

情
報

くら
し
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「
島
原
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
が
設
置
す
る
文
化
施
設
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
の
「
公
の
施
設
」
の
管
理・

運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

場
合
に
、
指
定
管
理
者
の
候
補
者
の
選

定
を
行
う
た
め
に
設
置
し
て
い
る
「
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
」
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　
市
内
に
住
所
を
有
す
る 

　
人

▼
募
集
人
数　
若
干
名

▼
任　
期　
委
員
と
し
て
選
任
の
日
か

　
ら
２
年
間

▼
委
員
選
考　
書
類
審
査
に
よ
り
選
考

　
し
、
決
定
し
ま
す

▼
応
募
期
限　
９
月
20
日
㈮
ま
で

▼
応
募
方
法　
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
政

　
策
班
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込
書

　
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
応
募
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
政
策
企
画

　
グ
ル
ー
プ
政
策
班
（
☎
内
線
１
４
１
）

生
活
習
慣
病
予
防
講
座
「
わ
っ
か

わ
っ
か
島
原
」
参
加
者
募
集

　
健
康
で
若
さ
を
保
つ
た
め
の
生
活
習

慣
の
秘
訣
を
学
べ
る
講
座
で
す
。
い
つ

ま
で
も
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き　
９
月
27
日
㈮
、
10
月
10
日

　
㈭・24
日
㈭
、11
月
11
日
㈪・19
日
㈫
、

　
12
月
５
日
㈭　
13
時
30
分
か
ら
15
時

　
ま
で

▼
と
こ
ろ　
杉
谷
公
民
館

▼
内　
容　
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、
糖

　
尿
病
予
防
の
講
話
や
調
理
実
習
、
血

　
管
推
定
年
齢
や
骨
量
測
定
検
査
な
ど

▼
対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
市

　
民

▼
募
集
人
数　
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市
保
健

　
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
（
☎
�
７
７
１
３
）

　
自
治
医
科
大
学
医
学
部

入
学
者
募
集

　
県
で
は
、
離
島
や
へ
き
地
で
地
域
医

療
に
従
事
す
る
医
師
を
養
成
す
る
自
治

医
科
大
学
の
平
成
26
年
度
入
学
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
入
学
金
・
授
業
料
な
ど
の
学
費
は
全

額
貸
与
さ
れ
、
卒
業
後
県
内
の
離
島
の

病
院
な
ど
に
一
定
期
間
勤
務
す
る
と
、

そ
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
一
次
試
験　
平
成
26
年
１
月
27
日

　
㈪
・
28
日
㈫

▼
出
願
方
法　
平
成
26
年
１
月
６
日
㈪

　
か
ら
22
日
㈬
ま
で
に
県
医
療
人
材
対

　
策
室
へ
出
願
書
類
を
郵
送
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い

※
出
願
に
要
す
る
書
類
（
入
学
試
験
要

　
項
）
は
県
医
療
人
材
対
策
室
で
配
布

　
し
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
県
医
療
人
材
対
策

　
室
（
☎
０
９
５
ー
８
９
５
ー
２
４
２

　
１
）

北
有
馬
歴
史
探
訪
～
日
野
江
城
跡

と
八
良
尾
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
～
参

加
者
募
集

▼
開
催
日　
９
月
21
日
㈯

※
雨
天
決
行

▼
集
合
時
間　
9
時
30
分

▼
集
合
場
所　
平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー

　
セ
ン
タ
ー　

▼
募
集
人
数　
15
人
（
先
着
順
）

▼
受
付
方
法　
電
話
受
付

▼
受
付
開
始
日　
９
月
７
日
㈯　
９
時

　
か
ら

▼
参
加
料　
大
人
７
０
０
円
、
小
学
生

　
４
０
０
円
（
バ
ス
・
保
険
代
な
ど
）

▼
講　
師　
松
尾 

卓
次
先
生
（
島
原

　
城
専
門
員
）

▼
持
参
品　
動
き
や
す
い
服
装
、弁
当
、

　
飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、　
雨
具

▼
問
い
合
わ
せ
先　
平
成
新
山
ネ
イ
チ

　
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
６
７
５
２
）

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金

　
９
月
１
日
現
在
、
本
市
に
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
65
歳
以
上
の
ね
た
き
り
ま
た
は
認
知

症
の
高
齢
者
（
要
介
護
３
以
上
ま
た
は

調
査
票
の
基
準
を
満
た
す
人
）
を
、
９

月
１
日
以
前
の
１
年
間
に
６
カ
月
以
上

募　
集

17　　平成 25.9.
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ら
せ



nformationI

居
宅
で
介
護
し
た
親
族
ま
た
は
同
居
の

人
へ
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
見
舞
金
額　
年
額
６
万
円

▼
申
請
期
間　
９
月
１
日
㈰
か
ら
30
日

　
㈪
ま
で

▼
実
態
調
査　
保
健
師
に
よ
る
訪
問
調

　
査

▼
支
給
時
期　
12
月
中
旬
（
予
定
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉

　
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内

　
線
２
７
７
）・
有
明
支
所 （
☎
内
線

　
５
０
９
）

燃
や
せ
る
ご
み
の
全
地
区
収
集
日

の
お
知
ら
せ

　
９
月
17
日
㈫
、
24
日
㈫
は
市
内
す
べ

て
の
地
区
の
燃
や
せ
る
ご
み
を
収
集
し

ま
す
。
８
時
ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
グ
ル
ー
プ
廃

　
棄
物
対
策
班
（
☎
内
線
１
９
３
）

事
業
系
ご
み
の
処
理

　
会
社
、
商
店
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、

病
院
、
福
祉
施
設
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な

ど
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
（
事
業
系
ご

み
）
は
、
法
律
に
よ
り
事
業
者
自
ら
の

責
任
で
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
が
収
集
す
る
ご
み
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
だ
け
で
す
。事
業
系
ご
み
は
、

家
庭
ご
み
の
集
積
場
所
へ
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。　
　

　
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法

①
自
ら
処
理
施
設
へ
直
接
搬
入
（
産
業

　
廃
棄
物
、
処
理
困
難
物
は
搬
入
で
き

　
ま
せ
ん
）

・
燃
や
せ
る
ご
み
…
東
部
リ
レ
ー
セ
ン

　
タ
ー
（
前
浜
町
）
へ
直
接
搬
入
し
て

　
く
だ
さ
い

・
燃
や
せ
な
い
ご
み
…
島
原
リ
サ
イ
ク

　
ル
プ
ラ
ン
ト
（
西
町
）
へ
直
接
搬
入

　
し
て
く
だ
さ
い

②
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ

　
依
頼
す
る
（
許
可
業
者
に
つ
い
て
は

　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
グ
ル
ー
プ
廃

　
棄
物
対
策
班
（
☎
内
線
１
９
３
）

平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　
平
成
25
年
10
月
１
日
現
在
で
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
宅
、
土
地
の
保
有

状
況
お
よ
び
世
帯
の
居
住
状
況
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
現
状
と
推
移
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
重
要
な
調
査
で
す
。

　
調
査
対
象
は
、
総
務
省
統
計
局
で
無

作
為
に
抽
出
さ
れ
た
全
国
約
３
５
０
万

世
帯
で
、
本
市
で
は
約
２
７
０
０
世
帯

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
９
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
経
営
管
理
グ
ル
ー
プ
総

務
行
政
班
（
☎
内
線
１
５
３
）
ま
で
。

彼
岸
花
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
第
７
回

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
の
お
知
ら

せ
　
市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
が

合
同
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。　

　
わ
れ
ん
川
に
咲
く
真
っ
赤
な
彼
岸
花

を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　
き　
９
月
23
日
㈪　
９
時
30
分

　
か
ら

※
雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す

▼
集
合
場
所　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　
す

▼
歩
行
時
間　
１
時
間
程
度

▼
持
参
品　
タ
オ
ル
、
飲
料
水

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
７
７
１
３
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
雑
草
な
ど
が

繁
殖
し
て
い
る
農
地
は
、
草
刈
り
な
ど

の
保
全
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
や
病
気
な
ど
で

耕
作
が
困
難
な
人
で
、
農
地
の
貸
付
な

ど
を
希
望
す
る
人
は
、
地
区
の
農
業
委

員
や
農
業
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
実
施
期
間　
10
月
中

▼
と
こ
ろ　
市
内
全
域

▼
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務

　
局
（
☎
内
線
５
３
２
）

障
害
者
福
祉
医
療
費
制
度
の
変
更

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

　
10
月
１
日
か
ら
障
害
者
福
祉
医
療
費

制
度
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て

　
い
る
中
度
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手

　
帳
３
級
お
よ
び
療
育
手
帳
Ｂ
１
所
持

　
者
）
を
新
た
に
助
成
の
対
象
と
し
ま
す

②
中
度
障
害
者
全
体
の
助
成
率
を
従
来

　
の
３
分
の
２
か
ら
２
分
の
１
と
し
ま
す

③
精
神
障
害
者
手
帳
１
級
所
持
者
の
通

　
院
医
療
費
を
新
た
に
助
成
の
対
象
と

　
し
ま
す

　
今
回
の
変
更
に
よ
り
新
た
に
対
象
者

と
な
る
人
は
、
所
定
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
９
月
30
日
㈪
ま
で
に
福
祉
保
健

総
務
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
有
明
支
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
変
更
は
10
月
１
日
以

後
の
医
療
費
が
対
象
で
す
。
９
月
30
日

ま
で
の
医
療
費
は
従
来
通
り
の
取
り
扱
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く　　　情報らしの

い
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー

プ
福
祉
班
（
☎
内
線
２
７
３
）
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
さ
る
く

お
も
て
な
し
美
化
活
動
」

　
長
崎
県
を
訪
れ
る
お
客
様
に
心
温
ま

る
観
光
を
提
供
し
よ
う
と
、
現
在
、「
お

も
て
な
し
日
本
一
」
を
目
指
し
て
「
長

崎
県
総
お
も
て
な
し
運
動
」
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
、
観
光
地
や
史
跡

な
ど
に
つ
い
て
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
解
説
を
受
け
な
が
ら
学
び
、
清

掃
を
行
う
「
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
さ
る
く

お
も
て
な
し
美
化
活
動
」
を
実
施
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日　
時　
９
月
28
日
㈯　
10
時
か
ら

　
12
時
ま
で

▼
コ 

ー 

ス　
①
歴
史
散
策
コ
ー
ス（
島

　
原
城
周
辺
）②
湧
水
巡
り
コ
ー
ス（
鯉

　
の
泳
ぐ
ま
ち
周
辺
）
※
①
、
②
の
い

　
ず
れ
か

▼
服　
装　
清
掃
活
動
の
で
き
る
服
装

▼
応
募
方
法　
観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
グ

　
ル
ー
プ
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い
（
小
、中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
申
込
期
限　
９
月
24
日
㈫
ま
で

▼
そ
の
他　
清
掃
道
具
は
市
で
準
備
し

　
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
観
光
・
ジ
オ
パ
ー

　
ク
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線
２
１
２
）

市
介
護
予
防
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
の
お
知
ら
せ

　
歳
を
重
ね
て
も
住
み
慣
れ
た
家
や
ま

ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
市
民
と
考
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
講
演
お
よ
び
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と　
き　
９
月
28
日
㈯　
13
時
か
ら

　
16
時
ま
で	

▼
と
こ
ろ　
有
明
文
化
会
館

▼
参
加
料　
無
料

▼
講　
演
「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
み

　
ん
な
で
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」

▼
講　
師　
広
島
県
地
域
包
括
ケ
ア
推

　
進
セ
ン
タ
ー
長　
山
口 

昇　
氏

▼
報
告
会　
市
民
や
活
動
団
体
な
ど
か

　
ら
の
報
告
を
予
定
し
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
５
１
１
０
）

「
高
次
脳
機
能
障
害
当
事
者
お
よ

び
家
族
の
つ
ど
い
」
の
開
催

　
高
次
脳
機
能
障
が
い
を
持
つ
当
事
者

と
そ
の
家
族
が
集
い
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
中
で
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て

語
り
合
い
な
が
ら
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

の
支
え
あ
い
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と　
き　
９
月
10
日
㈫　
14
時
か
ら

　
15
時
30
分
ま
で
（
受
付
13
時
30
分
か

　
ら
）

▼
と
こ
ろ　
県
南
保
健
所

▼
内　
容　
当
事
者
お
よ
び
家
族
そ
れ

　
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
懇
談
会

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
南

　
保
健
所
（
☎
�
３
２
８
９
）

司
法
書
士
・
臨
床
心
理
士
な
ど
に

よ
る
無
料
相
談
会

　
借
金
返
済
・
勤
務
に
関
す
る
悩
み
や
、

眠
れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
な
ど
暮
ら
し

と
心
身
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
人
を
対

象
に
、
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

▼
と　
き　
９
月
12
日
㈭　
13
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
有
明
公
民
館

▼
申
込
方
法　
当
日
先
着
順
（
予
約
不

　
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
県
南
保
健
所
（
☎

　
�
３
２
８
９
）

長
崎
県
ひ
き
こ
も
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催

　
長
崎
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
長
崎
こ

ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

と
各
県
立
保
健
所
に
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ

の
開
設
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

　
午
前
中
は
小
野
善
郎
氏
（
和
歌
山
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）
に
よ
る

基
調
講
演
「
地
域
に
お
け
る
ひ
き
こ
も

り
支
援
」
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
午
後

か
ら
は
県
内
関
係
機
関
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
な

い
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
人
へ
の
支
援
を
考
え

る
機
会
と
し
て
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
と　
き　
10
月
６
日
㈰　
10
時
か
ら

　
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
長
崎
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル

　
（
長
崎
市
平
野
町
）

▼
対
象
者　
ひ
き
こ
も
り
の
本
人
、
そ

　
の
家
族
、
ひ
き
こ
も
り
の
人
へ
の
支

　
援
者

▼
申
し
込
み　
不
要　
　

▼
入
場
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
ひ
き
こ
も

　
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
長
崎
こ
ど

　
も
・
女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
）（
☎
０
９
５
ー
８
４
６
ー
５
１

　
１
５
）

が
ん
市
民
公
開
講
座
の
開
催

▼
と　
き　
９
月
28
日
㈯　
13
時
30
分

　
か
ら
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
内　
容　
「
あ
な
た
の
胃
は
大
丈
夫

　
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
胃
の
検
診
や
胃

　
が
ん
の
治
療
な
ど
、
医
師
に
よ
る
講
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演
会
を
行
い
ま
す

▼
入
場
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
病
院
地
域
医

　
療
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
１
４

　
５
）

島
原
公
証
役
場
移
転
の
お
知
ら
せ

　
島
原
公
証
役
場
は
、
９
月
17
日
㈫
か

ら
次
の
場
所
に
移
転
し
、
新
事
務
所
に

お
い
て
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
従
来
ど
お
り
、
遺
言
の
ほ
か
任
意
後

見
、
不
動
産
賃
貸
借
、
金
銭
消
費
貸
借
、

離
婚
、
尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書

の
作
成
や
、
会
社
・
法
人
設
立
の
た
め

の
定
款
認
証
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地　
〒
８
５
５
ー
０
０
３
４　

　
島
原
市
田
町
６
７
５
番
地
６

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
公
証
役
場　

　
（
☎
�
７
８
２
２
）

法
務
局
休
日
相
談
所

　
登
記
、
戸
籍
、
人
権
な
ど
、
身
近
な

法
律
問
題
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
と
も

に
、
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と　
き　
10
月
６
日
㈰　
10
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
長
崎
地
方
法
務
局
島
原
支

　
局

▼
予
約
開
始
日　
９
月
17
日
㈫
か
ら

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
地
方

　

法
務
局
島
原
支
局
（
☎
�
２
５
１

　
３
）

裁
判
員
模
擬
体
験
見
学
会

▼
と　
き　
10
月
21
日
㈪　
11
時
か
ら

　
12
時
ま
で
（
10
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
と
こ
ろ　
長
崎
地
方
裁
判
所

▼
内　
容　
裁
判
員
選
任
手
続
の
説
明
、

　

模
擬
裁
判
（
被
告
人
質
問
）、
法
廷

　
見
学
、
質
疑
応
答
な
ど

▼
定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　
９
月
９
日
㈪
か
ら
10
月

　
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い

▼
参
加
料　
無
料

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
地

　
方
裁
判
所
（
☎
０
９
５
ー
８
０
４
ー

　
４
１
１
４
）

障
害
者
就
職
面
接
会
の
開
催

　
長
崎
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

就
職
面
接
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
と　
き　
10
月
４
日
㈮　
13
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
雇
用
労
政

　
課
就
業
支
援
班
（
☎
０
９
５
ー
８
９

　
５
ー
２
７
１
１
）

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　
強
化
週
間
に
伴
い
、
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
障
が
い

の
あ
る
人
に
対
す
る
不
当
な
扱
い
、
高

齢
者
へ
の
虐
待
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号　
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー

　
１
１
０
（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ

　
ヤ
ル
）

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
実
施
期
間　
９
月
９

　
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で　
８
時
30
分

　
か
ら
19
時
ま
で

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
10
時
か
ら
17
時

　
ま
で

困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設

　
法
務
局
登
記
官
、
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

▼
と　
き　
10
月
５
日
㈯　
10
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
有
明
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　
相
続
登
記
、境
界
問
題
、

　
家
庭
内
暴
力
、
い
じ
め
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
地
方
法
務
局

　
島
原
支
局
（
☎
�
２
５
１
３
）

島
原
城
秋
祭
り

▼
と　
き　
９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

▼
と
こ
ろ　
島
原
城

①
島
原
城
観
月
茶
会

▼
時　
間　
18
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
場　
所　
御
馬
見
所

▼
一　
席　
３
０
０
円

※
二
胡
と
琴
の
演
奏
も
あ
り
ま
す

②
天
守
閣
夜
間
無
料
登
閣

▼
時　
間　
18
時
か
ら
21
時
ま
で

③
島
原
城
観
月
俳
句
会

▼
時　
間　
18
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
場　
所　
島
原
城
天
守
閣

④
天
体
望
遠
鏡
で
秋
の
夜
空
を
鑑
賞

▼
時　
間　
18
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
場　
所　
城
内
古
野
梅
苑
前
広
場
で

　
天
体
観
測

⑤
人
力
車
で
城
内
周
回

▼
時　
間　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

⑥
薬
草
粥
の
ふ
る
ま
い

▼
時　
間　
11
時
か
ら
と
18
時
か
ら
※

　
９
月
22
日
㈰
の
み
（
な
く
な
り
次
第

　
終
了
し
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
城
振
興
協
会

　
（
☎
�
４
７
６
６
）

酸
欠
・
硫
化
水
素
中
毒
の
防
止

　
５
月
末
に
佐
世
保
市
内
の
事
業
場
に

お
い
て
、
硫
化
水
素
中
毒
に
よ
る
と
思

わ
れ
る
死
亡
災
害(

１
名
死
亡)

が
発

生
し
、
ま
た
６
月
に
は
、
雲
仙
の
ホ
テ

ル
で
硫
化
水
素
中
毒
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
死
亡
災
害(

２
名
死
亡)

が
発
生
し

ま
し
た
。

　
酸
素
欠
乏
症
・
硫
化
水
素
中
毒
は
、

致
死
率
が
高
く
非
常
に
危
険
で
す
が
、

作
業
環
境
測
定
、
換
気
、
送
気
マ
ス
ク

等
の
呼
吸
用
保
護
具
の
使
用
な
ど
の
措

置
を
適
正
に
実
施
す
れ
ば
発
生
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
酸
素
欠
乏
空
気
・
硫
化
水
素
の
発
生
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く　　　情報らしの

の
恐
れ
の
あ
る
場
所
の
確
認
と
災
害
防

止
の
た
め
の
措
置
・
作
業
方
法
の
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
厚
生
労
働
省
長
崎

　
労
働
局
健
康
安
全
課
（
☎
０
９
５
ー

　
８
０
１
ー
０
０
３
２
）

平
成
25
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱

者
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

▼
試
験
実
施
日　
11
月
17
日
㈰
・
23
日

　
㈯　
10
時
か
ら

▼
試
験
会
場

・【
11
月
17
日
㈰
実
施
分
】
長
崎
大
学

　
（
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・【
11
月
23
日
㈯
実
施
分
】
島
原
工
業

　
高
等
学
校

▼
試
験
の
種
類　
甲
種
、
乙
種
（
第
１

　
類
～
第
６
類
）、
丙
種

▼
申
請
方
法　
書
面
申
請
及
び
電
子
申

　
請

▼
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
書
面
申
請　
９
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮

　
電
子
申
請　
９
月
３
日
㈫
～
17
日
㈫

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
消
防
試
験

　
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
（
☎
０

　
９
５
ー
８
２
２
ー
５
９
９
９
）
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.shou

　

bo-shiken.or.jp

）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　
中
退
共
制
度
は
、
昭
和
34
年
に
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
設
け
ら

れ
た
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。

　
中
退
共
済
制
度
を
利
用
す
る
と
次
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
新
規
加
入
や
掛
金
を
増
額
す
る
場 

　
合
、
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

　
す
。
国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
で
す

②
中
退
共
制
度
の
掛
金
は
、
全
額
非
課

　
税
と
な
り
ま
す
。
手
数
料
も
か
か
り

　
ま
せ
ん

③
掛
金
は
口
座
振
替
で
す
の
で
手
間
が

　
か
か
り
ま
せ
ん
。
社
外
積
立
で
管
理

　
も
簡
単
で
す

　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員
も

加
入
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
中
小
企
業
退
職
金

　
共
済
事
業
本
部
事
業
推
進
部
広
報
計

　
画
課
（
☎
０
３
ー
６
９
０
７
ー
１
２

　
３
４
）

専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

　
７
月
１
日
か
ら
専
業
主
婦
（
妻
が
会

社
勤
め
で
夫
が
専
業
主
夫
の
場
合
も
同

様
で
す
）
の
年
金
が
改
正
さ
れ
、
会
社

員
の
夫
（
ま
た
は
妻
）
が
退
職
し
た
際

な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
第

３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者

（
＝
国
民
年
金
被
保
険
者
）
へ
の
年
金

の
切
り
替
え
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、そ
の
手
続
き
が
遅
れ
た
り
、

ま
た
は
記
録
上
漏
れ
て
い
た
た
め
、
保

険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
主
婦（
夫
）

で
、
そ
の
記
録
訂
正
の
手
続
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
の
受
け
取
り
が
可
能

に
な
っ
た
り
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
年
金
改
正
に
伴
い
、
該
当
す

る
人
は
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
未
納
期
間
」
を
「
受
給
資
格
期
間
」

に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
原
則
と
し
て
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

す
べ
て
の
人
が
「
年
金
」
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会
社
員
の

夫
（
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
・
共
済

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
）
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
妻
（
専
業
主
婦
：
第
３
号
被

保
険
者
）
は
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
夫
が
退
職
し
た
場
合
や
扶

養
さ
れ
て
い
る
第
３
号
被
保
険
者
の
妻

自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、

切
り
替
え
の
手
続
き
（
第
３
号
被
保
険

者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
手

続
）
を
し
て
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
こ
の
手
続
き
を
す
れ
ば
ど
う
な
る
の

か
？

A1　
無
年
金
や
年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。　

A2　
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
一
の

　
時
の
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権
の
確

　
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納
付

　
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
続

　
き
を
さ
れ
た
人
に
、
平
成
27
年
４
月

　
に
向
け
て
保
険
料
納
付
の
ご
案
内
を

　
す
る
予
定
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料
専
用

　
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
ー
０
１
１

　
ー
０
５
０
ま
た
は
諫
早
年
金
事
務
所

　
０
９
５
７
ー
２
５
ー
１
６
６
６
）
に

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

年
金
出
張
相
談
所

▼
と　
き　
９
月
18
日
㈬
、
９
月
25
日

　
㈬
、10
月
16
日　
㈬
、11
月
20
日
㈬
、

　
11
月
27
日
㈬
、
12
月
18
日
㈬　
10
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
ロ
ビ

　
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
稼
働
中

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
履
歴
や
年

金
額
を
確
認
し
た
い
人
は
、
印
鑑
お
よ

び
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー
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nformationI

し ま ば
育 シ

ら
食 ピレ

⑥ 9 月　特定健診強化月間～メタボ予防の食事～

鯵の粒マスタードソース

　　材料　　　　　分量（4 人分）
レシピ提供：島原市食生活改善推進員協議会

☆ポイント☆ 青魚の DHA ＆ EPA で血管
をしなやかに動脈硬化予防！

　青魚の油は、血中のコレステロールを下げる
効果があると言われています。身体によいもの
も食べすぎには注意が必要です。
　１日に手のひらに乗るくらいが目安です。

作り方
　鯵・・・・・・・60g × 4
　塩・・・・・・小さじ１/4
こしょう・・・・・・・少々
小麦粉・・・・・・大さじ 1
サラダ油・・・・・小さじ 1
玉ねぎ・・・・・・・1/2 個
きゅうり・・・・・・・1 本
赤ピーマン・・・・・・１個

① 鯵は塩、こしょうをして小麦粉をまぶす。
② 下記 (A) をあわせてソースをつくる。
③ フライパンにサラダ油を熱し、①をこんがりと焼き、　（A）のソースにつける。
④ 玉ねぎは薄切りにして水にさらした後、水気をしっかり絞る。きゅうり、赤ピー
　マンはせん切りにする。
⑤ ③に④を加えてしばらくおく。
⑥器に鯵と野菜を盛り合わせ、ソースをかける。
 ※ (A) 米酢…大さじ４、オリーブ油…大さじ２、酒…大さじ 1、 砂糖… 
　　　小さじ 1、塩…小さじ 2/5、粒マスタード…小さじ２

平成 25.9.　　22

（

　 島原市金婚祝賀式
　市では金婚の年を迎えられる夫婦に記念品を贈り、金婚と長寿を祝福します。
◆と　き　11 月 22 日（金）　10 時から
◆ところ　島原文化会館
◆対象者　市内に住所を有し、昭和 38 年１月１日から 12 月 31 日までに
　　　　　結婚した夫婦
◆申し出期間　10 月８日（火）まで
◆申し出方法　政策企画グループおよび有明支所、　各地区公民館に備え付け
　　　　　　　の申出書に必要事項を記入し、提出してください
◆問い合わせ先　　政策企画グループ　秘書広報班（☎内線 122）

証
、
保
険
証
等
）
を
国
民
年
金
班
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
窓
口
グ
ル
ー

　
プ
国
民
年
金
班
（
☎
内
線
２
３
２
）

　
不
要
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）
へ
。　

不
要
品
の
交
換

平日早朝窓口営業中！
●受付日時　平日（月曜～金曜）７時 30 分から８時 30 分まで　
　　　　　　（※祝日となる場合は閉庁します）
●受付窓口　市民窓口グループ（☎６２－８０１６）
●交付できる証明　戸籍謄本・抄本、住民票、印鑑証明書、所得
　　証明書※証明書によっては交付できない場合がありますので、
　　事前にお尋ねください
●持参品　本人確認ができる公的証明書（運転免許証・パスポー
　　　　　トなど顔写真付きの証明書）



く　　　情報らしのく　　　情報らしの

市民相談センターのご案内

図 書 館
通 信

新刊図書紹介 9月の催し

　9 月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内
線184）で行ないます。なお、行政相談のみ有明福祉センター
でも受け付けます。

◆行政相談
　〈市民相談センター〉
　　9 月 3 日（火）	　13：00 ～ 15：00　古瀬 行政相談委員
　　9 月 17 日（火）13：00 ～ 15：00   大隅 行政相談委員
   〈有明福祉センター〉　
      9 月 4 日（水）　13：00 ～ 15：00　 宇土 行政相談委員
◆人権相談（人権擁護委員）
　　9 月 4 日（水）　　　　　　　　　 　　   13：00 ～ 16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　　9 月 30 日（月）　　　　　　　　　　　  13：00 ～ 16：00
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　　9 月 19 日（木）　　　　　　　  　　　   13：00 ～ 16：00
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　　（島原公証役場　公証人）
　　9 月 25 日（水）　　　　　　　　　        13：00 ～ 16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　9 月 26 日（木）　　　　　  　　　　  　 10：00 ～ 16：00

島原図書館（☎６４－４１１５）　開館時間…10:00 ～ 18:00（金曜日は 20 時まで）
　9 月の休館日… 2 日（月）・9 日（月）・17 日（火）・24 日（火）・30 日（月）
有明図書館 ( ☎６８－５８０８）開館時間　9:00 ～ 18:00
　9 月の休館日… 3 日（火）・10 日（火）・17 日（火）・24 日（火）・30 日（月）

島原図書館　
■  おはなしのじかん　
                 7 日（土）・14 日（土）・21 日（土）11:00 ～
■ おはなしひろば　　 　　　　　　 28 日（土）  11:00 ～
■ おはなしのじかん 0.1.2　　         25 日（水）  11:00 ～
■ 郷土史を学ぼう会　
　「古文書にみる近世の島原」「深溝世紀忠和公編付録４・旧
　領の収領の収祖、人口等」　　  　　28 日（土）14:00 ～

有明図書館
■ ちいさなおはなしかい　　　　　   14 日（土）14:30 ～
■ おはなしのじかん　　　　　　　　28 日（土）14:30 ～

「自分を好きになる方法」
本谷 有希子  著　　講談社
　いつのまに、こんな遠くまで来たんだ
ろう。ほんとうに分りあえる誰かと、出
会いたかっただけなのにー。ささやかな
孤独と願いを抱いて生きる女性の一生を

「６日間」で描いた長編小説。

◎図書館のホームページで蔵書の検索ができます
　　島原図書館・有明図書館ホームページアドレス
　　http://www.shimabara-city-libraries.jp/

「大地のゲーム」
綿矢 りさ  著 　  新潮社　
　２１世紀終盤。巨大地震に見舞われた
首都で、第二の激震に身構えつつ大学構
内に暮らす学生たちと、その期待を一身
に集める「リーダー」。限界状況を生き
抜こうとする若者の脆さ、逞しさを描く。

■「駅物語」
　　朱野 帰子 著　　　　講談社
■「グラウンドの詩」 
　　あさの あつこ 著　　角川書店　　
■「無垢の領域」
　　桜木 紫乃 著　　 　  新潮社
■「七色の毒」
　　中山 七里 著　　　　角川書店

・固定資産税（第３期）
・国民健康保険税（第３期）
・介護保険料普通徴収（第３期）
・後期高齢者医療保険料普通徴収（第３期）
の納期は９月 30 日 （月） までです
　納付には、便利な口座振替などの自動振込みを
お勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局

（ゆうちょ銀行 ）、島原雲仙農協、島原漁協、有明
漁協などで受け付けます。　

問い合わせ先
●固定資産税　税務グループ固定資産税班（☎内線 173）
●国民健康保険税　税務グループ市民税班（☎内線 176）
●介護保険料　島原地域広域市町村圏組合介護保険課業
　務係（☎ 61-9101）または保険・健康増進グループ保
　険班（☎内線 234）、有明支所（☎内線 504）
●後期高齢者医療保険料　保険・健康増進グループ保険
　班（☎内線 233）または有明支所（☎内線 504）

23　　平成 25.9.

【図書館からのお願い】 
　貸出券の貸し借りや借りた本の又貸しはしないでください。本
の紛失や汚損の責任はすべて貸出券の本来の所有者が負うことに

なります



◆市ホームページアドレス
　  http://www.city.shimabara.lg.jp/
◆島原市の人口（８月１日現在） 
　人　口 　４８，０３５人　  （前月比 －３２）　　　　
　　男　　 ２２，２６４人 　 （前月比 －２０）
　　女　　 ２５，７７１人 　 （前月比 －１２）
　世帯数　 １９，１６９世帯  （前月比 －１２）
　出生 32 件　死亡 52 件　転入 77 件　転出 82 件

◆携帯電話版市ホームページ
　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。ＱＲコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、ＵＲＬを直接入力して
もアクセスできます。

    URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/
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島原情報マイスター  募集
島原情報マイスター制度
　フェイスブックなどを通じ、島原の旬な情報や魅力を情報発
信できる人を「島原情報マイスター」に認定し、その活動を通し、
全国の人に島原を知ってもらうことを目的とするものです。

　フェイスブックなどを利用して、島原の旬な情報を市内外に発
信することを目的とした「島原情報マイスター認定講座」を開催
します。
　この講座を受講し、市が開設するフェイスブックページに旬な
情報を掲載できる人を、「島原情報マイスター」として認定します。
　魅力ある島原を多くの人に知ってもらえるよう情報発信してい
きましょう！

▶対象者　次の条件をすべて満たす人
①市内在住または市内に勤務している人
②島原の旬な情報を発信したいと思っている人
③右記の島原情報マイスター認定講座（全９回）に参加できる人

▶募集人数　20 人
※申込多数の場合は、申込書の記載内容を参考に決定します

▶申込期間　９月２日（月）～９月 20 日（金）

▶申込方法　ホームページ掲載の申込書または各公民館備え付け
　の申込書に必要事項を記入のうえ、政策企画グループへ持参ま
　たは郵送、FAX、電子メールで申し込んでください

▶申し込み・問い合わせ先
　政策企画グループ政策班（☎ 63-1111　内線 146、FAX62-　
　8007、電子メール：seisaku@city.shimabara.lg.jp）

フェイスブックで島原の旬な情報を全国へ発信してみませんか？

島原の
魅力発信

島原を
元気に！

島原への
観光客増

島原情報マイスター認定講座
▶と　き
　10 月　４日（金）
　　　　11 日（金）
　　　　18 日（金）
　　　　25 日（金）
　11 月　１日（金）
　　　 　 ８日（金）
　　　   15 日（金）
　　  　 22 日（金）
　　　   29 日（金）
※時間はいずれも 19 時～ 20 時 30 分

▶ところ　杉谷公民館

▶内　容
①タブレット（iPad）の使い方
②フェイスブック、YouTube（ユーチュー
　ブ）を利用した情報発信
③写真や動画の編集
④長崎ムービーアワード 2013 への投稿

▶その他
①講座に使用するタブレットやパソコン
　は市が準備します
②講座の中で、フェイスブックとグーグ
　ルのアカウントを取得してもらいます
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